
CP2E

エンドユーザーからの要求である装置の見える化やモジュール化、トレーサビリティに対応するため、ネットワークや周辺機器への接続性

を強化しました。また、提供するファンクションブロック（FB）で、複雑な制御を簡単に実現します。

さらに、バッテリレスや、使用温度範囲の拡大により、製造現場以外でも安心してご使用いただけます。


